






レクトロニクス業界の合従連衡の加
速」です。つまり、異業種を巻き込
んで国内外で EV のプラットフォー
ム開発競争が激化していることです。

「e アクスル」はモータ、インバー
タ、変速機を一体化させたモジュー
ル部品ですが、今後、市場規模が大
幅に拡大することが予想されていま
す。そのため、既存の自動車部品サ
プライヤーをはじめエレクトロニク
ス系企業、外資系企業などが一斉に
新市場参入（図表 2）を目指しており、“ 異種格闘技 ”
の様相を呈しています。
　車載バッテリーの開発競争と連携強化の加速で
は、車載バッテリーの供給能力が EV 生産量に直結
することから、バッテリーメーカーが EV のサプラ
イチェーンを握っていることです。欧米・中国の
自動車メーカー各社は相次ぎ、バッテリーメーカー
と協業、巨大投資を実行しており、EV の動力源を
巡る覇権争いがし烈になっています。韓国の調査会
社が発表した車載用バッテリーの 2022 年 1 月－
6 月期の市場シェアですが、内燃機関の動力源をサ
ポートする既存の自動車部品サプライヤーでないこ
とが分かります。

　自動車部品サプライヤーに与える影響

　次に「EV シフトが自動車部品サプライヤーに与
える影響」について説明します。図表３は、地域別
に見た影響度合いを、経済産業省の工業統計を基に
算出した数値を一覧にしたものです。いずれの数値
も出荷額ベースです。上段の表は、製造品出荷額に
占める「輸送用機械器具製造業」の割合が多い全国
上位 10 自治体を列記しました。中段の表は、輸送
用機械器具に占める自動車産業（四輪車、二輪車
を含めて）の割合を示したものですが、静岡県の
99.9% を筆頭に軒並み 9 割以上が、自動車産業に
依存していることが分かります。
　この 2 つの表を照らして言えることは、地域の
製造業で輸送用機械器具の割合が高く、さらに自動
車産業の割合が高い地域ほど、EV シフトが進んだ

ブローチと呼ばれる、エンジンのコンロッド加工に
使われる切削工具のメーカーです。同社は売上高の
約 8 割が自動車関連で、EV シフトが進むことで、
今後 10 年間でブローチの売上は 2-3 割無くなると
想定し現在、EV シフト対策に積極的に取組んでい
ます。対策としては①「ニッチ市場で残存者利益を
狙う」、②「海外市場を強化していく」、③「ゴム金
型事業の強化」です。ゴム金型事業では 8 年前か
らゴム栓の開発に着手しています。開発経験を活か
して、現在、コロナワクチン接種に使う容器の蓋を
量産し、4 年前からは自動車の防水パッキン類の製
品開発にも注力しています。EV シフトの本格化を
見込み、新たに電装品に使われるパッキン類の需要
が高まると想定して準備を進めています。
　ケース 2 は株式会社福田製作所です。同社は、
自動車用燃料ポンプ部品、半導体製造装置部品の
金属切削を行う受託加工型企業です。売上比率は、
自動車部品 50％、空圧機器・半導体製造装置向け
部品 40％で全体の 9 割を占めます。ロットの多い
製品で月産 5 万から 6 万個の生産を行っています。
自動車用燃料ポンプ部品はトラックに使われる部品
がメーンで、足下では EV の影響は限定的と見てい

時に地域産業、地域企業への影響が大きくなるとい
うことです。一番下の表は、自動車産業の分類から
EV シフトの影響を受けそうな分類を抜き出しまと
めたものですが、埼玉県も自動車産業で出荷される
製品の最大 2 割程度が影響を受ける可能性がある
と推察されます。
　EV シフトが進んだ時、県内サプライヤーにどの
ような影響が出るのか、当社が 2022 年 4 月から 5
月にかけて、県内自動車部品サプライヤーを対象に
行った調査で、「EV 化はビジネスチャンスになりま
すか？」という質問に、回答の選択枠として「大い
になる」「どちらかと言えばなる」「ならない」「分
からない」の 4 つを用意しました。「大いになる」「ど
ちらかと言えばなる」と回答した企業の多くが、「EV
市場への参入を目指して関連部品の開発や受注に取
組んでいく」「自動車事業を維持しつつ、自動車以
外の分野を強化していく」と前向きな回答が多く、

「ならない」「分からない」と回答した企業の場合、
同様の前向きな回答を選択した企業がある一方、多
くの企業が「当面は状況を見ながら、その後どうす
るべきか検討していく」を選び、数は少ないですが、

「自動車事業から撤退を進めていく」と回答した企
業もありました。

　ケーススタディで見るEVシフトへの対応

　EV シフトが進む中で、自動車部品サプライヤー
はどのような対応を進めているのか、県内企業 2
社の事例を紹介します。
　ケース 1 は日東精密工業株式会社です。同社は

ます。しかし、EV シフトに対する関心は高く、ビ
ジネスチャンスがあれば何としても取らなければい
けないとしています。現在、委託先から電動自転車
用部品の製造打診を受けており、すでにサンプルを
出荷しています。この先に EV バイク部品の受注が
控えており、新たなビジネスとして期待をかけてい
ます。自動車用燃料ポンプ部品の受注は中期的に減
少することを見込み、半導体製造装置向け部品の受
注を増やす取組みを進めています。
　最後に、EV シフトに関する今後の行方と中小製
造業の対応について、簡単に述べさせて頂ければと
思います。EV 市場がこのまま右肩上がりで拡大し
ていくのか、最も判断が難しいのは、新エネルギー
車に対する各国の政策です。市場を巡る覇権争いや、
政治的な思惑もあり、純粋に関連技術の進歩がどう
なっていくのかという点だけでは推し量れません。
また、EV が増えた場合のエネルギー源の確保や供
給体制も課題です。EV では各種要素が相互作用し
ながらも、確実に普及していくことが見込まれてお
り、自動車部品サプライヤーとりわけ中小製造業者
は今後、どのような対応をすべきか判断が求められ
ます。
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輸送用機械器具製造業に占める自動車産業

 製造品全体に占める輸送用機械器具製造業

 うち EV 化で不要になる可能性のある部品群

図表 2：電動駆動装置「e アクスル」の市場参入動向 図表 3：製造業全体に占める自動車産業の割合と EV シフトの影響度合い（単位：百万円）
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